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1.　はじめに

　20 万分の 1 地質図幅「甑島及び黒島」は，産業技術総合研究
所地質情報研究部門が同所関連研究部門・センターと連携して行う

「地質図の研究」に基づいて編さんされる 20 万分の 1 地質図幅の 1
つである．本図幅地域は，東シナ海の東端，鹿児島県西部の離島地
域に位置する．国土地理院発行の 20 万分の 1 地勢図の「甑島」と

「黒島」の 2 図幅 ( 西縁部は省略 ) をまとめたものである．資料不足の
地域においては野外調査を実施するとともに，試料の分析等を行った．
　本地質図幅を公刊するにあたり，鹿児島県薩摩郡里村役場の平嶺
秀憲氏には温泉資料を，東筑紫短期大学高井貞夫助教授には年代
測定試料採取地の情報を提供していただいた．産業技術総合研究
所の須藤定久主任研究員及び坂野靖行主任研究員には本地域の鉱
床関係ついて，海域の地質については中村光一主任研究員にご教
示いただいた．ここに記して深く感謝の意を表する．
　　　　　　　　　( 利光誠一・尾崎正紀・川辺禎久・川上俊介 )

2.　地　形

　本図幅地域の北西部は深度 700-900m で男女海盆が配し，その南
東側には大陸斜面沿いに，北西縁を断層崖で縁取られた地塊，すな
わち北から甑島列島，鷹島 ‒ 宇治群島，草垣群島をそれぞれ含む地
塊 ( 海盆底から 500-1,200m の高まり ) が北東 ‒ 南西方向に雁行状に
並ぶ ( 第 1 図 )．また本図幅地域の南東端には黒島が分布し，その西
側には北北東 ‒ 南南西方向の連続する海底急崖が発達する．他に，
甑島列島の西方には海水面下 700m より高さ 300m の比高を持つ甑
海丘などの海丘が認められる．
　甑島列島は天草諸島から南西方向へ延長する高まりで，南南西 ‒
北北東方向に配列した下甑島，中甑島，上甑島の 3 島と附属する小
さな島々からなる．これらの 3 島を通じて急崖がよく発達するが，大き
な河川は存在せず沖積平野も小規模なもののみである．甑島列島の
海岸は砂礫海岸で特徴づけられ，特に上甑島の北側の海岸でよく発
達し，長目の浜から須口にかけては礫州と潟湖が，またその東方の里
付近では，長さ 1km ほどのトンボロが形成されている．
　宇治群島と草垣群島はともに地塊の西縁沿いに分布し，主に火山
岩類からなる島は宇治向島の清内岳で標高 319m に達するなど，急峻
な地形及び海食崖が発達する．一方，鷹島と津倉瀬は宇治群島と同
じ地塊の東端に位置し，宇治群島と比較し標高は低く，鷹島で標高
68m，津倉瀬で 31m ある．また，黒島は第四紀の火山島ということも
あり最高点は櫓

やぐらだけ

岳で標高 622m に達する．また，海底地形からみると，
直径 10-15km，高さ 800m 前後の火山体を示す．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 利光誠一・尾崎正紀 )

3.　地　質
3.1　概要
　本図幅地域の地質は，先後期白亜紀の変成岩類，後期白亜紀 (‒
暁新世 ?) の堆積岩及び花崗岩類，始新世の堆積岩類，中期中新世
の貫入岩類，中新世 ‒ 鮮新世の火山岩類，第四紀の火山岩類及び
堆積物からなる ( 第 2 図 )．
　甑島列島や宇治群島は，臼杵 ‒ 八代構造線の北側，すなわち西南
日本内帯に属すると推定されるが，この構造線の正確な延長部は不
明である．また，沖縄トラフの北東端に位置し，基本的な地質構造はト
ラフ形成に伴う傾斜すべり卓越の断層群によって形作られている．一方，
宇治群島及び草垣群島はほぼ中新世から鮮新世の火山岩類からなり，
黒島は第四紀火山岩により構成される．一方，鷹島，津倉瀬は花崗
岩類からなる．海域では先中新統を音響基盤として，上部中新統から
第四系が分布する．なお，甑海丘は主に白亜紀の花崗岩類からなる．
　以下，陸域を中心とした個々の地質の概要を述べる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 利光誠一・尾崎正紀 )

3.2　先上部白亜系
　上甑島の数 km 東方沖にある双子島及び黒神 ( 鹿児島図幅内 )
には角閃岩や片麻状石英閃緑岩が露出し，両者の境界は漸移的で
ある ( 石原・河内，1961；河内ほか，1964)．双子島では中新世の石
英閃緑岩やひん岩に貫入されているが ( 石原・河内，1961；河内ほ
か，1964)，上部白亜系や古第三系との境界は不明で，断層関係が
推定されている ( 井上ほか，1982)．両者は肥後変成岩類の西方延長

に属すると考えられている ( 井上ほか，1982)．
　石原・河内 (1961) や河内ほか (1964) によると，角閃岩は東西ない
し北東 ‒ 南西走向で北傾斜の片理をもち，角閃石と斜長石を主とし，
単斜輝石を伴い，磁硫鉄鉱・黄鉄鉱をかなり含む．副成分として方
解石・燐灰石・チタン石，まれに緑れん石の細脈が認められる．片麻
状石英閃緑岩は北東 ‒ 南西走向で北傾斜の弱い片理をもち，主とし
て角閃石・斜長石・石英からなり，副成分として燐灰石・ジルコン・
磁硫鉄鉱などが含まれる．
　これらの岩石の詳細な年代は不明であるが，露木 (1986) では中生代，
鹿児島県地質図編集委員会 (1990) では古生代に位置づけている．
なお対比されている肥後変成岩からは前期白亜紀の U-Pb 年代が報
告されている (Sakashima et al. , 2003)．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ( 利光誠一 )

3.3　白亜紀花崗岩類
　下甑島の西方約 15km に位置する甑海丘 ( 孫七海丘 ) の露岩とし
て花崗岩類が分布する ( 木村ほか，1975；金ほか，1975)．採取され
た花崗岩礫からは 84.8±5.5Ma の K-Ar 年代が得られている (Ishihara
and Mizuno, 1986)．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ( 尾崎正紀 )

3.4　後期白亜紀堆積岩 ( 姫浦層群 )
　甑島列島に分布する白亜紀堆積岩類は伊木 (1902) によりその存
在が初めて示され，Matsumoto(1954) により姫浦層群相当層と識別
され，以来多くの研究がある ( 第 3 図 )．本図幅では，天草下島の姫
浦層群上部亜層群との統一的な岩相層序区分 (Tashiro, 1976) に従
った加納ほか (1989) に基づき，甑島列島の姫浦層群上部亜層群を下
位より U-I ～ IV 層に細分した ( 第 3 図 )．
　U-I 層は厚さ 50m 以上で，シルト質泥岩を主として，厚さ数 cm-
30cm 程の砂岩層をよく挟む．泥岩中には直径数 mm-1cm の鉛直掘
りの砂管が見られることがある．本層は産出化石から下部カンパニアン
に対比される (Tashiro, 1976)．
　U-II 層は砂岩優勢相の U-IIa 部層，泥岩優勢相の U-IIb 部層に
分けられ，さらに後者は b1-b3 に 3 分される．U-IIa 部層は厚さ 200-
500m 程で，主に斜交層理の発達した中 ‒ 粗粒砂岩からなるが，頻繁
に薄い泥質砂岩を挟み互層状を呈する．時折，無層理の厚さ 2-3m
の灰色中粒砂岩が挟まれたり，ハンモック状葉理をもつ砂岩層も見ら
れる．U-IIb1 部層は厚さ 90-120m で，無層理の細粒泥質砂岩ないし
砂質泥岩 ‒ 砂岩泥岩薄互層からなり，上部に厚さ 2m 程の珪長質凝
灰岩が挟まれる．砂質泥岩はしばしば生物擾乱を被る．U-IIb2 部層
は斜交層理の発達した中 ‒ 粗粒砂岩で，厚さは約 80m．U-IIb3 部層
は砂岩泥岩薄互層 ‒ 暗灰色シルト質泥岩からなり，中部に厚さ 3m 程
の珪長質凝灰岩を挟む．U-IIa 部層からは三角貝やイノセラムスなど
の二枚貝化石が産出，U-IIb1 ～ 3 部層からは二枚貝と頭足類の化
石が産出し (Tashiro　and　Kano，1989；加納ほか，1989；野田ほ
か，1996)，カンパニアン下部 ‒ 中部に対比される．
　砂岩卓越相の U-III 層は 3 分 (a-c) される．U-IIIa 部層は厚さ
300m 以上で，主として斜交層理の発達した中 ‒ 粗粒砂岩からなる．
そして 5m 以下の砂岩泥岩互層を 10‒ 数 10m ごとに挟み，Skolithos
や Thalassinoides などの生痕化石の多い部分がある．三角貝や小型
の二枚貝化石が産出し，上部には自生の化石カキ礁も見られ，天草
下島の姫浦層群や四国の和泉層群との共通性が認められている ( 利
光ほか，1990)．U-IIIb 部層は厚さ数 10m で，層厚 2-5m のトラフ型
斜交葉理をもつ青灰色中 ‒ 粗粒砂岩と厚さ 0.3-2m の砂質泥岩の互
層からなる．U-IIIc 部層は厚さ 20m 以上で，斜交葉理をもつ中 ‒ 粗粒
砂岩と様々な大きさの泥岩偽礫を多量に含む中 ‒ 粗粒砂岩からなる．
　泥岩卓越相の U-IV 層も 3 分 (a-c) される．U-IVa 部層は厚さ
800m 以上で，主に暗灰色泥岩からなり，しばしば大規模なスランプ層
や泥岩偽礫を含んだ砂岩を挟む．泥岩中には砂質葉理が見られるこ
とが多く，上部では厚さ 0.2-1m の中粒砂岩層が泥岩と互層状を呈す
る．泥岩中にはイノセラムスのコロニー ( 利光ほか，1992) や他の二枚
貝化石，ウミユリ化石の産出が知られている ( 田中・寺岡，1973；Oji
et al. , 1996)．U-IVb 部層は厚さ 650m 以上で，砂岩優勢の砂岩泥
質岩厚互層からなり，時折，厚さ数 cm- 数 m の中礫礫岩 - 礫質粗粒
砂岩を挟む．U-IVc 部層は厚さ 120m 以上で，シルト質泥岩 - 泥岩優
勢の砂岩泥岩薄互層からなり，時折，数 -10 数 m の厚さの中礫礫岩 -
礫質粗粒砂岩を挟む．上部では，泥岩中に 1-2m 厚の珪長質凝灰岩



層が 2-3 層挟まれ，泥岩中にごくまれに二枚貝やウニ化石が産出する
( 田中・寺岡，1973)．天草下島の本層群との対比から U-IVc 部層
の時代は古第三紀に及ぶ可能性がある．
　甑島列島以外では宇治群島向島・雀島に，厚さ 10m ほどの砂岩
優勢砂岩泥岩互層が分布し ( 波多江，1955，1956)，姫浦層群の一
員と推定されている ( 松本ほか，1962)．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 利光誠一・川上俊介 )

3.5　古第三紀堆積岩 ( 上甑島層群及び下甑浜田層 )
　本図幅地域には，姫浦層群を不整合に覆う堆積岩が上甑島及び周
囲の小さな島々，中甑島北端部，下甑島南部に分布する．これらの堆
積岩からは年代決定に有効な化石が産していないものの，本地域の
北側に位置する天草諸島の古第三系に層序・岩相的に類似すること
から古第三系として区分した．
　上甑島を中心として，中甑島北端部及び上甑島の北東の島々に分
布する古第三系は，井上ほか (1979) により上甑島層群として記載され，
下位から中甑層，小島層，瀬上層に区分される．なお，野島周辺の島々
の古第三系は瀬上層とされたが，本研究では岩相から小島層に対比
した．中甑層は，赤紫色泥岩により特徴づけられ，礫岩，砂岩，泥岩，
そして珪長質凝灰岩の互層から構成される．上甑島東部の茅牟田崎
北部及び上甑島西部の縄瀬山半島南端部において，礫岩及び青灰
色 ( 風化部では黄褐色 ) 凝灰質の塊状泥岩からなる中甑層の最下部
が観察される．中甑層下部から中部にかけて赤紫色泥岩が発達する
が，上部では赤紫色泥岩は少なくなり，淡灰色砂岩及び暗灰色泥岩
の砂岩泥岩互層からなる小島層に漸移する．小島層の砂岩は中甑層
の砂岩に比べて粗粒のものが少なく，礫の含有量もはるかに少ない．
上甑島北東沖の近島の小島層では，カキ化石の破片が密集した泥
岩と二枚貝破片が散在する粗粒砂岩が観察される ( 井上ほか，1979)．
小島層は暗灰色泥岩優勢の砂岩泥岩互層からなる瀬上層に漸移する．
模式地瀬上地域東方に分布する暗灰色泥岩から，保存状態の極め
て悪い二枚貝破片が稀に産する．中甑層・小島層・瀬上層は，岩
相及び層位変化から，それぞれ高井ほか (1997) による天草諸島の赤
崎層群赤崎層・下島層群福連木層及び志岐山層に対比される ( 第 1
表 )．中甑層と類似した赤紫色泥岩層を挟在する地層は，九州西部
の宇土半島から天草諸島，上甑島にかけて南南西方向に細長く分布
し，北側ほど層厚が薄く宇土半島では約 100m，長島では約 200m，
そして上甑島では約 800m にまで達する．また，赤崎層，中甑層双方
から哺乳類化石の報告 (Miyata and Tomida, 1998；宮田，1997，
2003) があることからも両者の対比は支持される．なお，天草諸島の
福連木層及び志岐山層は中部始新統のナノ化石帯 CP13a 亜帯に対
比されており (Okada,1992)，上甑島層群も同様の堆積年代が予想
される．今回，中甑層の中位に挟まれる近接する 2 層の凝灰岩層の
フィッション・トラック年代を測定した結果，参考値ながら 39.2±2.5Ma
及び 36.4±3.2Ma の年代値 ( 始新世後半に相当 ) が得られた ( 第 2 表 )
が，上記のように天草下島地域との岩相対比から推定される上甑島
層群の地質年代と比べかなり若い値を示す．
　下甑島南西部の浜田地域には古第三系の下甑浜田層が局所的に
分布する ( 天野・古閑，1971)．浜田地域北西部では下甑浜田層と
姫浦層群との不整合面及び礫岩と砂岩からなる下甑浜田層の最下部
層が観察される．姫浦層群を不整合に覆う下甑浜田層は，上甑島層
群中甑層に対比されると考えられるが，赤紫泥岩礫の存在が示唆さ
れ ( 天野・古閑，1971)，上位の小島層に対比される可能性もある．
本層の泥岩から二枚貝化石 Venericardia  sp. 及び Callista ? sp. の産
出が報告されている ( 天野・古閑，1971)．Venericardia 属の産出は
天草諸島の古第三系において普遍的であり ( 高井ほか，1997；川路，
2000；大塚，2002；大塚ほか，2003 など )，上記の対比と矛盾しない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 川上俊介・尾崎正紀 )

3.6　新第三紀貫入岩類
　陸域では甑島列島を中心に花崗岩類及び脈岩類 ( 井上ほか，1982
；大庭，1990) が分布する．甑島列島では下甑島南部，上甑島北部
のほか，その東方の野島，双子島，沖の島に分布し，下甑島や上甑
島では姫浦層群や上甑島層群を貫き，ホルンフェルス化を及ぼし，とき
に石英閃緑岩が脈状に入っている．井上ほか (1982) によれば，上甑
島では中 ‒ 細粒の黒雲母角閃石石英閃緑岩であり，造岩鉱物として
は斜長石・石英・黒雲母・角閃石・普通輝石などからなる．下甑島
には花崗閃緑岩が分布し，南部の手打北方からは 13±4Ma の K-Ar

年代が報告されている (Miller et al.,1962)．また，下甑島の花崗閃
緑岩中には瀬戸内火山岩類にみられるような高マグネシア安山岩に分
類できる化学組成をもつ火成岩包有物もみられる ( 新正ほか，2002)．
なお，宮地・高井 (1988) により，上甑島里及び下甑島中部の花崗岩
類について 14.0±1.6Ma のフィッション・トラック年代値が示されている．
　一方，双子島の花崗閃緑岩については 7.48±0.38Ma の K-Ar 年
代値 ( 中新世後期 ) が報告されている (Ishihara et al., 1984)．これ
らの花崗閃緑岩類は苦鉄質な I タイプ磁鉄鉱系に属する (Ishihara
et al ., 1984；川野，1997)．なお，姫浦層群 U-IVc 部層及び上甑島
層群小島層の凝灰岩からは9Ma前後のフィッション・トラック年代値 (第
2 表 ) が得られたが，これらの値は，花崗閃緑岩類の熱変成によるリセ
ット値の可能性がある．
　甑島列島以外としては，草垣群島北東海域の海底において現地性
と考えられる石英閃緑岩や安山岩が，また鷹島近傍の海底からはひ
ん岩が採取され，更に鷹島及び津倉瀬では花崗岩質の岩石が確認さ
れている ( 盛谷ほか，1985)．なお，鷹島の試料及び薄片 ( 中村光一
標本 ) からは，構成岩種として細粒角閃石黒雲母花崗岩や文象花崗
岩が認められる．
　甑島列島では白亜紀変成岩類や先古第三紀堆積岩類及び中新世
石英閃緑岩を貫入する脈岩類が数多く見られ，周囲の岩石は熱変質
の影響を受けている．岩脈の幅は数 cm から最大でも数 m 程度のため，
地質図では省略している．岩種は黒雲母角閃石石英ひん岩，普通輝
石角閃石ひん岩，こう斑岩 ( ランプロファイヤー )，文象斑岩などが記
載されている ( 井上ほか，1982)．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 利光誠一・尾崎正紀 )

3.6　新第三紀火山岩類
　甑島列島の南端，釣掛埼南方約 55km，北緯 31 度 12 分，東経
129 度 29 分付近に位置する宇治群島は，宇治島 ( 家島 ) と宇治向島
及び周辺の岩礁群から構成される火山岩からなる小群島である．宇
治島は南北約 2km，東西約 0.8km，最高点は南日岳 (195m)，宇治
向島は南北約 3.8km，東西約 1.7km，最高点は清内岳 (319m) で，い
ずれも急峻な海食崖を持つ浸食が進んだ地形で，火山の原形は残っ
ていない．主に角閃石安山岩溶岩および同質火砕岩からなり，宇治
向島南端では，角閃石安山岩溶岩が姫浦層群に対比される砂岩層
を不整合に覆う ( 波多江，1955，1956)．
　草垣群島は，宇治群島の南方約 20km に位置し，北から上ノ島，
中ノ島，下ノ島などの，海食崖が発達した長さ 1km 以下の小島が北
東 ‒ 南西方向に並んだ群島である．これらを構成する岩石は，宇治群
島のものとよく似た角閃石安山岩溶岩及び同質火砕岩からなる ( 波多
江，1955，1956)．
　両群島に分布する火山岩類は，いずれも変質が進んでおり，熱水
活動によるごく小規模な石英脈も存在する ( 波多江，1956)．噴出年
代については，宇治島の安山岩からは 10.9±0.5Ma，草垣群島の安
山岩からは 6.38±0.33Ma の K-Ar 年代が得られている ( 中村，1987)．
本報告では，中村 (1987) の年代から，宇治群島，草垣群島の角閃
石安山岩の噴出年代を中新世 ‒ 鮮新世とする．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 川辺禎久 )

3.7　第四紀火山岩類
　黒島火山は，薩摩半島枕崎市の南西約 60㎞にある，東西約 5.8km，
南北約 4 .3km の火山島で，最高点は黒島のほぼ中央に位置する
櫓
やぐらだけ

岳 ( 標高 622m) である．浸食が進んでおり，一部を除き火山体の原
面はほとんど残っていないが，溶岩流の傾斜方向から現在の櫓岳付
近を噴出中心とする成層火山体を構成していたらしい (Joshima et al. ,
1983)．岩石は輝石安山岩溶岩及び同質火砕岩からなる．Joshima
et al. (1983) によれば，原面を残す最上位の溶岩流は正帯磁，それ
以外の黒島火山の大部分は逆帯磁を示し，逆帯磁している輝石安山
岩の K-Ar 年代は 1.03±0.13Ma である．このことから黒島火山の主
な部分は，更新世中頃，松山反転期末期に噴出した可能性が高い．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ( 川辺禎久 )

3.8　第四紀堆積物
　本図幅地域の陸域の第四紀堆積物は，段丘及び崩積堆積物，後
背湿地及び谷底平野堆積物，海浜堆積物に区分できる．
　段丘堆積物は主に後期更新世の河川堆積物が段丘化したものと
推定されるが，上甑島里では断片的ながら標高 15-20m に更新世の



海成段丘が形成されている ( 荒巻ほか，1976)．段丘堆積物は崩壊や
地すべり，崩積土に覆われているものが多く，20 万分の 1 地質図スケ
ールでは細分できないので，崩積堆積物とともに一括して示した．
　後背湿地及び谷底平野堆積物は浜堤の背後地に発達するもので，
これも海浜堆積物の形成に伴い，湾の山側が内湾や潟から湿地へと
変化して堆積したものである．下甑島手打，上甑島中甑などで比較
的分布の広いものが認められる．より山沿いのものは谷底平野堆積物
となるが両者に明瞭な境界は存在しない．上甑島の長目の浜では，そ
の発達過程がよく認められ，最も北西側に位置する海

な ま こ

鼠池は塩湖，そ
の南東側の貝池は淡水の流入がありやや塩分濃度が低く ( 鹿島，1989)，
更に南東側の鍬崎池や須口池は淡水湖や湿地へと堆積環境が変化
する．
　海浜堆積物は，縄文海進ピーク時 (8,000-6,000 年前 ) 以降形成さ
れた ( 荒巻ほか，1976) もので，湾頭部 ( 海水準の上昇により沈下した
谷の出口 ) に礫州や，トンボロ ( 陸繋礫州 ) として礫浜を形成している ( 第
4 図 )．礫は円礫で，サイズは中 ‒ 巨礫が主体である．なお，上甑島の
長目の浜，中甑島の平良港，下甑島の小牟田などには，海浜の円礫
が炭酸石灰によって固結されたビーチロックが干潮時海水面付近に認
められる ( 上甑村郷土誌編集委員会編，1980；第 4 図 )．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 尾崎正紀 )

3.9　周辺海域の地質
　男女群島やその南東側に分布する大陸棚周辺の海域の地質は，
音響基盤の E とそれを覆う A-D 層に区分される ( 木村ほか，1975；
桜井・永野，1976；地質調査所，1975；海上保安庁水路部，1976a，
b，c，1977)．E は主に下部 ( －中部 ) 中新統や貫入岩類などに，A-D
層はそれぞれ完新統 ‒ 上部更新統，中下部 ( 下部 ) 更新統，鮮新統，
上部中新統の堆積物と推定され，各々不整合関係にある．A-D 層に
相当する地層は，地形の項で述べた甑島列島，鷹島 ‒ 宇治群島，草
垣群島などの地塊の断層崖にアバットする ( 第 5 図 )．また，宇治群島
の分布する地塊では白亜紀以降の堆積物の顕著な背斜構造が認め
られ，黒島の位置する地塊には北北東 ‒ 南南西方向の断層が多く発
達する ( 盛谷ほか，1985)．
　3.3 で既述のように，下甑島の西方約 15km に位置する甑海丘から
は，白亜紀後期の花崗岩類が露岩として分布する．また，草垣群島
の北東の海底からは現地性と考えられる石英閃緑岩や安山岩が，ま
た鷹島近傍の海底からはひん岩が採取されている ( 中村ほか，1985b)．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 尾崎正紀 )

4.　活構造

　北から甑島列島，鷹島 ‒ 宇治群島，草垣群島を含むの地塊の北西
側沿いに認められる各々長さ 40-60km の北東 ‒ 南東方向の海底崖 ( 第
1 図 ) は，雁行状に配列する明瞭に海底地形として発達し，広義の活
断層として扱われている ( 九州活構造研究会編，1989 など )．また，黒
島の西に走る北北東 ‒ 南南西方向の連続性のある断層群も同様な扱
いをされる．これらの断層群は，50 万年前頃から形成された沖縄トラ
フの発達に伴う伸長場で形成された断層群と考えられている ( 中村，1987)．
　甑島列島のうち，上甑島の須口池の西沿いの北北東 ‒ 南南西に認
められる辻の堂断層が，活断層 ( 確実度 II) としての可能性が指摘さ
れている ( 九州活構造研究会編，1989)．地震に関しては，最近のも
のとしては，1992 年に甑島近海で M=5.2 の地震が発生している ( 八
木原ほか，1992)．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 尾崎正紀 )

5.　鉱床及び温泉

　本図幅地域で現在稼行している鉱物資源は認められない．
　双子島には銅を対象に採掘されていた含ウラン銅鉱床があり ( 石原・
河内，1961；木下，1961)，これに関連したプランネル石 ( 石原・河内，
1959) やコンネル石・パラアタカマ石 ( 加藤ほか，1980) の産出報告が
ある．
　下甑島の立髪付近では，花崗閃緑岩中で銅を採掘した記録がある
( 木下，1961；藤本，2002)．また上甑島では，馬込浦付近で石英閃
緑岩と古第三系の接触部から褐鉄鉱を産出することが報告されており
( 井上，1911)，この他にも上甑島の上甑島層群と石英閃緑岩や岩脈
との接触部に小規模ながら黄鉄鉱が濃集し探鉱が行われたことがあ

る ( 井上ほか，1982)．また，下甑島手打付近の花崗閃緑岩中に磁鉄
鉱脈のあることが報告されている ( 井上，1911；井上ほか，1982)．こ
のほか上甑島 ( 江石付近 )・中甑島 ( 北端部 ) の断層破砕帯中に土状
黒鉛が ( 井上ほか，1982)，さらに下甑島浜田西方の鈴崎付近の泥岩
中にレンズ状に黒鉛鉱石が産する ( 木下，1961；山田・石川，1975；
須藤ほか，2003)．
　上甑島 ( 小島付近や中野付近 ) に分布する上甑島層群の紫赤色泥
岩は浅見石または甑石と称して硯石の材料として利用されたことがあ
る ( 木下，1961)．
　草垣群島下ノ島において，変質安山岩上に堆積した鳥糞を燐鉱 ( グ
アノ質燐灰土 ) として小規模に採掘していた ( 波多江，1955，1956；木
下，1961)．
　温泉は平成 5 年に上甑島里において 1,500m ほど掘削され，泉温
32.5℃のナトリウム・カルシウム ‒ 塩化物泉が湧出している．
　　　　　　　　　　　　　　( 利光誠一・川辺禎久・川上俊介 )

6. 重力異常

　重力データは以下の要領で編集を行った．編集面積は約 9,340km2，
編集に用いた重力データの総数は約 9,100 点である．
　本図幅の範囲の陸域データは未取得で，海域データのみで編集した．
測定データは，1984 年の白嶺丸の航海 ( 調査航海名：GH841 及び GH843)
のもので，地形補正を施しブーゲー異常とした．フリーエア異常と違い，
海底地形下の密度構造が反映されている．なお，この図幅範囲を含
む広域重力データは，メッシュデータの形で日本重力 CD-ROM( 地質
調査所，2000) に公表されている．
　甑島列島の重力異常は，高重力異常域になっていて花崗岩類や
古第三紀以前の基盤の分布に対応する．浅部の高密度岩体 ( 基盤岩 )
の起伏がよく判るように上方接続残差重力図を示す ( 第 6 図 )．深部構
造による重力異常は 2km の上方接続値により除去したため，深度数
km 程度より浅い構造が抽出されている．負値には横線で陰を付けて
表示してある．正の残差重力域は，甑島列島だけでなく南東の海域
にも伸びており，花崗岩類や古第三紀以前の基盤の分布が，それら
海域にも分布しているものと考えられる．また，甑島列島の南東側と北
西側は重力の急勾配で画されており，断層状の構造が想定される．
南西 ‒ 北東方向の傾向を持つ正の残差重力域は甑島，鷹島 ‒ 宇治群
島，草垣群島，黒島などの地形の高まり域に見られ，基盤の隆起域
が周期的な関係をもって分布していることを示している．黒島について
は，更新世の火山で表層密度は大きいものではないと考えられるが，
基盤の隆起域に生成されたために正の残差重力域となっている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 駒澤正夫・山崎俊嗣 )

Geology of the 1:200,000 KOSHIKI JIMA and 
KURO SHIMA Quadrangle 

The 1:200,000 Koshiki Jima and Kuro Shima Quadrangle is 
located on the southern part of the Amakusa Nada Sea off 
western Kyushu, Japan. Four-echelon arrangement of islands, 
i.e., the Koshikijima Rettō. Taka Jima to Uji Guntō. Kusagaki 
Guntō and Kuro Shima, are caused by NE-SW trending faults 
under the East China Sea. 

Rocks distributed in the district are pre-Late Cretaceous ig-
neous and metamorphic rocks, Upper Cretaceous and Paleo-
gene sedimentary rocks, Neogene granodioritics and dike 
rocks, Neogene-Quaternary volcanic rocks, and Quaternary 
sediments. The Koshikijima Rettō is occupied by the Upper 
Cretaceous and Paleogene strata and granodioritic rocks, 
which form a synclinorium plunging to the northeast. The pre-
Late Cretaceous rocks (amphibolite and gneissose quartz dio-
rite) distributed in the Futago Shima and Kurogami island. 
The Upper Cretaceous (to Paleocene?) Himenoura Group con-
sists of marine to nonmarine sediments and yields many mol-
luscan fossils. The Kamikoshikijima Group and Shimokoshiki-
Hamada Formation unconformably overlie the Himenoura 
Group. They consist of marine to nonmarine sediments without 
index fossils, and are lithologically correlated to the Paleogene 
strata in the Amakusa Shotō. These rocks intruded by Mio-
cene granodioritic rocks and Neogene igneous dike rocks. The



Uji Guntō and Kusagaki Guntō are occupied mainly by the Mio-
cene to Pliocene andesitic volcanics. The Kuro Shima is a Qua-
ternary volcano. Quaternary alluvium sediments deposited in 
the narrow plains of the Koshikijima Rettō.
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    第 1 表　甑島列島地域と天草下島地域の古弟三系の対比

第 2 図　　「甑島及び黒島」図幅地域の地質概要

                                                  第 3 図　甑 島 列 島 に 分 布 す る 姫 浦 層 群 の 層 序 区 分 の 変 遷 と 天 草 下 島 地 域 と の 比 較
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第 5 図　宇治群島および黒島の北側を通る西北西―東南東方向の音波探査による地質断面
　盛谷ほか (1985) の第 4 図 L-22 の一部に加筆．

第 4 図　上甑島に発達する礫州とビーチロック

　a）   上甑島北東部の発達する礫州（荒人崎より撮影）

　b）   長目の浜の北端より礫浜提の様子

　c）   長目の浜に分布するビーチロック


